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東京都全域における路地空間の立地特性に関する研究

An analysis on the location characteristic of alley spaces in Tokyo
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　都市における路地空間は自動車を中心とした道路交通計画や大規模開発によりその数が急速に減少している

が、近年、路地のコモンスペースとしての側面が見直されつつあり、全国各地で路地を中核にしたまちづくり

も進められるようになった。路地は都市空間を特徴づける重要な要素と考えられるが、空間情報としてその存

在を把握するのは困難が伴う。そこで我々は従前より、GISを用いて路地の存在が推測される街区を抽出する

「路地推計ロジック」を考案し、東京都や徳島県における現地調査を通して、ロジックの精度確認を行ってき

た。 

 

　本研究では、東京都のほぼ全域を対象として路地推計ロジックを実施し路地分布を推計した。解析には、国

土地理院製の基盤地図情報（縮尺レベル2500）とEsri社製のArcGIS Pro 2.2を用いた。さらに、推計結果から

「路地存在率」を算出し、木造建物棟数や用途地域等との地域指標との比較を通して、路地の立地特性に関す

る考察も行った。また、三重県全域でも市町村単位の路地存在率について推計し、都道府県の違いによる地域

差が見られるのかの検証を行う予定である。
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